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【背景と目的】 

ベンジジアゼピン系薬剤の長期高用量使用が統合失調症患者の認知機能やクオリティオブ

ライフに悪影響をきたすと報告されている。しかしながらベンゾジアゼピン薬剤が統合失調

症の臨床経過に与える影響は検討されていない。そのため今回我々はベンゾジアゼピン系薬

剤の高容量使用が統合失調症患者の再入院に対して与える影響を検討した。 

 

【対象と目的】 

平成 21 年 1 月～平成 24 年 2 月の間に東京医科大学病院精神科病棟を退院し、その後 2 年

以上当院外来通院を継続した統合失調症患者 108名を対象とした。診療録を用いて患者背景、

ベンゾジアゼピン系薬剤、抗精神病薬の内服、退院時の GAFスコアの関係について調査した。

プライマリアウトカムは全ての理由による患者の再入院とした。 

 

【結果】 

対象患者 108名のうち 44人（40.7％）が退院後 2年以内に当院に再入院となった。 

cox 比例ハザードモデルの多変量解析の結果、低学歴(ハザード比 2.43、P=0.032)、発症年齢

25歳未満(ハザード比 2.10、P=0.021)、総 diazepam換算量高値(ハザード比 6.53、P=0.011)

の項目が再入院期間に関連する有意な要因であった。 

 

【結論・考察】 

 本研究結果より、統合失調症患者における退院時のベンゾジアゼピン系薬剤の高用量使用

が、退院後の短い期間での再入院と関連する可能性があることを示唆している。 
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